２０１１年度「ふるさとOMOIYARIプロジェクト」４月開催に至る背景（案）
　近年、さまざまな変化の中で生まれたねじれが社会に生じております。社会を構築する上で基本となる人と人の絆・コミュニティでさえ脅かされております。その事は、ＪＡＹＣＥＥとＪＡＹＣＥＥ、家族間、職場の仲間の間でも生じている現象であると言えます。さらにＪＣにおいては会員数の減少を防ぐ会員拡大活動が各ＬＯＭにおいて喫緊の課題となっております。会員数減少に伴い青年会議所活動の影響力や拡がり延いては会員拡大活動そのものにも負の影響を齎します。さらに、特に東北地方においては今後人口減・高齢化が全国でも速く進むと予想されており青年会議所活動の基盤である各ＬＯＭの現状維持・存続でさえ困難になりつつあります。
山形ブロック協議会の継続事業である「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」は立ち上げ時の崇高な思いを引き継ぎ、２００９年度アワード優秀賞を経て、２０１０年度大幅な参加者の増加によりこの協働運動は県民へ徐々に浸透してきていると考えます。そして今後も、さまざまな変化の中で我々ＪＣは変革を恐れず、勇気をもって、果敢にそして強く進取の精神を持ち運動を展開していく必要があると考えます。
我々の事業の対象者である市民・県民の一般社会において４月は「はじまり」の時期であります各企業・団体・学校において皆が心新しくそして、期待と不安を持って物事へ挑戦していきます。２０１１年度公益社団法人日本青年会議所の基本理念にもございます「進取の精神」とは新たな可能性に果敢に取り組みと意味します。福井会頭の所信には物事に果敢に挑む前提は、過去にとらわれ過ぎない事とおっしゃっております。今年度「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」を４月に行う事はこの事業の新たな可能性を見出す事へ繋がるのではないでしょうか。そして、どの様な時代においてもまずは自分たちの家族・職場の方から青年会議所活動にご理解頂き誇りを持ってＪＣ運動をしていく必要があると考えます。そこで、我々ＪＣが進取の精神を持ち変革を恐れず、この「はじまり」の時期に「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」を行なう事で山形県内１７会員会議所、そしてＪＡＹＣＥＥとＪＡＹＣＥＥが強固に結束した姿を現す事で、足元は強固になり、県民への「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」の伝播を通して青年会議所運動への期待は確信へと変わり、不安は希望へと変わり今後の会員数減少の可能性の中においての他団体との協力体制確立の創造へと繋がる事と考えます。
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なぜ４月なのか？

　我々の事業の対象者である市民・県民の一般社会において４月は「はじまり」の時期であります各企業・団体・学校において皆が心新しくそして、期待と不安を持って物事へ挑戦していきます。２０１１年度公益社団法人日本青年会議所の基本理念にもございます「進取の精神」とは新たな可能性に果敢に取り組みと意味します。福井会頭の所信には物事に果敢に挑む前提は、過去にとらわれ過ぎない事とおっしゃっております。今年度「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」を４月に行う事はこの事業の新たな可能性を見出す事へ繋がるのではないでしょうか。そして、どの様な時代においてもまずは自分たちの家族・職場の方から青年会議所活動にご理解頂き誇りを持ってＪＣ運動をしていく必要があると考えます。そこで、我々ＪＣが進取の精神を持ち変革を恐れず、この「はじまり」の時期に「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」を行なう事で山形県内１７会員会議所、そしてＪＡＹＣＥＥとＪＡＹＣＥＥが強固に結束した姿を現す事で、足元は強固になり、県民への「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」の伝播を通して青年会議所運動への期待は確信へと変わり、不安は希望へと変わり今後の会員数減少の可能性の中においての他団体との協力体制確立の創造へと繋がる事と考えます。
　また、故郷「やまがた」の魅力でもある四季折々の風景を感じていただくためにも時期の変化も必要と考えました。
なぜさくらの植樹？

　「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」の２０１０年度までの手法＝「ごみ拾い」のイメージを無くすために２０１１年度は美化活動の括りで継続するための変化を持たせたいと考えました。美化活動の括りで考えるとごみを捨てにくい環境を作るという事もひとつではないかと考え、桜を植樹して地域の身近な場所をよりきれいに見せる、何もなかった場所をきれいに見せる事でさらなる郷土愛の醸成、新たなコミュニティの場所の創造へと繋がると考えます。
また、「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」の参加者の「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」のこころを形にする事で継続的な郷土愛の醸成へとつながる事と考えます。
ビジョン
　「地域のたから」とは地域の資源を磨き上げたもの、または場所と考えます。郷土「やまがた」にはまちなみ・歴史・文化・伝統産業・食・特産物など様々な地域資源があります。そして、それらはそこに住む人々により磨き上げられる事で「地域のたから」となります。２０１１年度「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」のこころを形にした場所が将来「地域のたから」となり我々青年会議所・地域の中で語りつがれ、「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」の新たな可能性の創造へと繋がる事を望みます。
　「ＯＭＩＹＡＲＩ」のこころを継続的に伝播していくためにはコミュニティの場所が必要です「地域のたから」を中心に郷土愛が永続的に受け継がれて行くでしょう。磨き上げるには時間がかかります。２０１１年度の植樹が継続的に行われ、地域の資源を人々の手で磨き上げる事の必要性とすばらしさを感じていただき、市民主導型のまちづくりへと繋げていきたいと考えます。
